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東京家政学院大学では、地域貢献を教育、研究に続く第三の使命と

捉え、地域連携活動を積極的に推進しています。これまでに衣、食、住、

デザイン、児童、福祉など、生活学に関わるさまざまな分野で地域の方

たちの協力を得て連携活動を進めてきました。

ところで、本学の地域連携の特徴のひとつは、学生が主役となって進

めていくということです。授業を通じた連携はもちろん、連携研究において

も教員の指導のもと、学生が主体的に関わります。このことは、本学が地

域連携を単に地域貢献の機会と考えているのではなく、教育研究活動

を充実させるための機会ととらえていることを示しています。

大学の教育研究活動が充実し、学生の力量や研究レベルが向上す

れば、自ずと地域貢献できる可能性は高まります。本学では地域連携

活動は、大学から地域への一方通行ではなく、教育研究の充実が地

域貢献に繋がり、また、地域貢献が教育研究の充実に繋がるという好

循環を生み出す仕組みと考えています。そのため、地域連携活動と教

育研究活動は密接に結びついており、自ずと学生が主役になります。

このような本学の地域連携活動の特徴を踏まえ、本事例集では、活

動に参加した学生の活動を中心にご紹介いたします。それぞれのプロ

ジェクトにおいて学生の成長が、結果として地域貢献に結びついており、

学生の成長と地域貢献という一見無関係に思える両者が、実は密接に

繋がっていることがわかります。

本事例集により、地域の皆さまには、本学の地域連携の特徴をご理解

いただき、今後ともお力をいただきたくお願いいたします。また、学生の皆

さんにおいては、地域連携活動に積極的に参加し、それぞれに大きな成

長の機会を得ることを願います。

平成26年3月
東京家政学院大学

地域連携・研究（町田）センター
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世
代
を
超
え
た
連
携
が
、

料
理
教
室
の
可
能
性
を
拓
く
。

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た
、
保
育
付
き
料
理
教
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Case 1
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横
浜
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
横
浜
）
で
は
、

「
食
育
」
、
「
地
産
地
消
」
を
合
言
葉
に
、
市
内

産
農
産
物
の
普
及
や
料
理
教
室
・
講
座
な
ど

を
開
催
し
、
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
横
浜
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
進
め
る

中
で
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
、
料
理
教

室
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
農
業
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
手
が

離
れ
る
ま
で
は
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
保
育
付
き
の
料

理
教
室
を
実
施
で
き
れ
ば
、
こ
う
し
た
若
い

お
母
さ
ん
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
と

考
え
、
「
保
育
付
き
料
理
教
室
」
を
開
催
す
べ

く
、
検
討
を
進
め
て
い
た
。

一
方
、
本
学
児
童
学
科
で
は
、
授
業
の
一

環
と
し
て
、
二
～
三
歳
児
と
そ
の
保
護
者
と

と
も
に
活
動
を
行
う
「
児
童
臨
床
実
習
（
幼

児
グ
ル
ー
プ
）」
を
実
施
し
て
い
る
。

保
育
付
き
料
理
教
室
開
催
の
経
緯

Case 1 保育付き料理教室プロジェクト
by 児童学科

●テーマ

子育て中のお母さんを対象とした

料理教室での保育方法を企画、

運営する。

●パートナー

横浜農業協同組合

●担当教員

田尻さやか 助教

（現代生活学部児童学科）

●実施期間

平成25年7月～12月
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そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
横
浜
と
本
学
児
童
学
科
が

連
携
し
、
保
育
付
き
料
理
教
室
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
横
浜
と

し
て
も
初
の
試
み
で
あ
り
、
相
談
を
重
ね
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
。

ま
ず
、
当
日
の
保
育
の
担
い
手
と
し
て
は
、

Ｊ
Ａ
の
高
齢
者
福
祉
事
業
を
行
う
、
Ｊ
Ａ
横

浜
助
け
あ
い
組
織
「
た
す
け
愛
の
会
」
の
会
員

の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
った
。
そ
こ
で
、

当
日
の
保
育
は
、
同
会
の
会
員
と
、
本
学
の
学

生
、
教
員
が
協
力
し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
遊
び

や
、
用
具
を
準
備
す
る
か
を
、
本
学
よ
り
提

案
し
、
ま
た
、
助
け
あ
い
組
織
の
会
員
に
対

し
て
は
、
事
前
説
明
会
を
開
催
し
、
保
育
に

あ
た
っ
て
の
心
構
え
や
当
日
の
対
応
等
に
つ
い

て
、
共
有
、
確
認
を
行
っ
た
。
説
明
会
で
は
、

学
生
た
ち
が
手
遊
び
等
を
披
露
し
、
大
学
に

お
け
る
保
育
の
学
び
の
一
端
を
紹
介
し
た
。

Ｊ
Ａ
横
浜

助
け
あ
い
組
織
と
と
も
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り

上
記
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
保
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
、
並
行
し
て
、
Ｊ
Ａ
横
浜
で
は
、

料
理
教
室
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
名
を
「
保
育
付
き
！
子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
料

理
教
室
」
と
し
、
十
月
四
日
（
金
）
、
十
月
二

九
日
（
火
）
、
十
一
月
二
九
日
（
金
）
、
十
二

月
九
日
（
月
）
の
計
四
回
開
催
す
る
こ
と
を
決

め
、
チ
ラ
シ
や
新
聞
広
告
に
よ
り
各
方
面
に

情
報
発
信
し
た
。

当
日
は
、
い
ず
れ
も
三
〇
人
以
上
が
集
ま

り
、
料
理
を
楽
し
ん
だ
。
当
初
の
計
画
ど
お

り
、
Ｊ
Ａ
横
浜
の
助
け
あ
い
組
織
と
学
生
、
教

員
が
役
割
分
担
し
て
保
育
を
行
っ
た
。
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
参
加
者
が
安
心
し
て

料
理
を
楽
し
む
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

た
。参

加
者
か
ら
は
、
「
ス
タ
ッ
フ
の
数
が
多
い
た

め
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
た
」
、
「
ひ
と
り
ひ
と

り
に
合
っ
た
保
育
を
し
て
く
れ
た
」
、
「
い
ろ
い

ろ
な
遊
び
が
あ
って
良
か
った
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
、
好
評
で
あ
った
。

お
客
さ
ん
を
迎
え
て
子
育
て
応
援
料
理

教
室
を
四
回
開
催
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今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
基
本
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
は
教
員
が
行
っ
た
が
、
「
た
す

け
愛
の
会
」
へ
の
説
明
会
と
当
日
の
保
育
に
は
、

学
生
た
ち
が
参
加
し
た
。
保
育
を
学
ぶ
学
生

に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
親
と
接

す
る
こ
と
も
貴
重
な
学
習
の
機
会
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
と
も
に
保
育
を
担
っ
た
会
員
の

多
く
は
、
既
に
子
育
て
を
終
え
た
、
い
わ
ば
、

学
生
か
ら
み
れ
ば
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
に
相

当
す
る
年
代
の
方
々
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方

た
ち
か
ら
、
保
育
と
い
う
活
動
に
関
し
て
学

ぶ
こ
と
は
多
い
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

「
様
々
な
年
代
の
人
と
保
育
を
す
る
こ
と
で
、

学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
、
「
初
め
て
お

母
さ
ん
と
離
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
た
。

大
学
と
し
て
は
、
保
育
に
関
す
る
知
見
を

地
域
社
会
に
還
元
す
る
機
会
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
学
生
に
と
って
は
貴
重
な
学
習
の
機
会

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
社
会
に
と
って
も
ニ
ー
ズ
の

あ
る
活
動
と
な
って
い
る
。

学
生
の
役
割
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義

KVA Column

現代生活学分野の多面的な連携

本学とJA横浜は、本プロジェクトのほかにも、横浜

キャベツの普及促進をテーマにした連携を平成25年

度に実施している。本プロジェクトは、児童学科との連

携によるものだが、横浜キャベツのプロジェクトは、生活

デザイン学科との連携である。このことは、本学が進め

る現代生活学の領域と、JA横浜が行う事業とは、さま

ざまな形でお互いに貢献できる可能性が示されている

ということである。これまでは、テーマに応じた連携を進

めてきたが、今回のように、学科の枠組みを超えて、現

代生活学の領域で、多面的に地域連携を進めていく

ことにより、地域にとってより意義のある、また、実質的

な活動になることが期待できる。また、こうした連携は、

児童や福祉といった人生の縦軸と、衣・食・住・デザイ

ンといった幅広い生活領域を扱っている本学ならでは

の連携になることが期待できる。
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by 児童学科



福
祉
と
経
営
、
二
つ
の
視
点
で

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る

大
学
間
連
携
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
特
化
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Case 2
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Case 2 デイサービスプログラム開発プロジェクト
by 人間福祉学科

●テーマ

デイサービスの新しいプログラムを

提案、実施する。

●パートナー

リハビリデイサービス「笑う門」

多摩大学 経営情報学部

●担当教員

西口 守 教授、朝倉 和子 助教

（現代生活学部人間福祉学科）

●実施期間

平成24年8月～平成26年3月
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プロジェクト概要

東
京
都
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
愛
宕
団
地
に
平

成
二
四
年
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
リ
ハ
ビ
リ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
笑
う
門
」
は
、
団
地
一
階
の

商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ

特
化
型
の
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
だ
。
「
笑
う

門
」
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
以
外
の
時
間
は
主
に
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
間

も
含
め
て
利
用
者
に
満
足
に
過
ご
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
と
も
繋

が
り
を
持
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
「
笑
う
門
」
と
本
学
人
間
福
祉
学

科
、
多
摩
大
学
経
営
情
報
学
部
（
担
当

松

本
祐
一
教
授
、
酒
井
麻
衣
子
准
教
授
）
の
三

者
が
連
携
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
平
成
二

四
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
多
摩
大
学
は

「
笑
う
門
」
の
近
隣
に
所
在
し
、
経
営
学
が
専

門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
学
の
福
祉
の
知
識
と

多
摩
大
学
の
経
営
の
知
識
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
よ
り
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き

る
と
の
期
待
か
ら
連
携
し
た
。

二
つ
の
大
学
と
リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

連
携
の
始
ま
り
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実
習
を
通
じ
て
、
本
学
に
お
い
て
は
、
利
用

者
と
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を

図
る
こ
と
、
利
用
者
の
意
思
を
重
視
す
る
こ

と
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
の
土
台
と
な
る

考
え
方
を
整
理
し
た
。
一
方
、
多
摩
大
学
で

は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
の
必
要
性
が
提
示
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
考
え
方
を
踏
ま

え
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
進
め
た
。
本
学

で
は
、
利
用
者
の
方
が
元
気
だ
っ
た
こ
ろ
、
あ

る
い
は
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
た
頃
を
思
い
出

す
よ
う
な
仕
掛
け
を
つ
く
る
こ
と
で
、
話
題

提
供
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
図
る

た
め
の
企
画
を
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
は
、

「
笑
う
門
」
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
、
実
施

時
間
や
内
容
等
の
具
体
的
な
方
法
を
確
認
、

調
整
し
た
う
え
で
、
十
一
月
十
四
日
に
、
実

施
し
た
。

当
日
は
八
人
の
利
用
者
が
参
加
し
た
。
過

去
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
話
題
が
広
が
り
、

一
定
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ

し
、
視
覚
や
聴
覚
に
不
自
由
が
あ
る
方
に
は

参
加
し
に
く
い
等
の
課
題
も
抽
出
さ
れ
た
。

情
報
収
集
、
企
画
の
提
案
、
実
施
に
至
る

ま
で

一
年
目
の
平
成
二
四
年
度
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
の
実
習
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
利
用

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
通
じ
て
、
情
報

収
集
を
行
い
、
「
笑
う
門
」
が
掲
げ
る
「
大
人

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
慮

し
、
小
学
校
や
公
民
館
と
の
連
携
、
大
学
を

含
め
た
近
隣
地
域
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
等
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
具
体
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
時
間
が
足
り

ず
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
に
は

至
ら
な
か
った
。

二
年
目
と
な
る
平
成
二
五
年
度
は
、
両
大

学
と
も
学
生
が
入
れ
替
わ
り
、
新
た
な
メ
ン

バ
ー
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

前
年
同
様
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
実
習
や
地

域
の
現
状
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
ま
た
、
二
つ
の
大
学
が
共
同
で
行
う
に
あ

た
っ
て
は
、
前
年
度
の
経
験
を
踏
ま
え
、
合
同

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く

も
つ
こ
と
や
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
用
い
て

随
時
情
報
共
有
で
き
る
よ
う
工
夫
を
し
た
。

一
年
目
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
二
年
目
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト



十
二
月
に
企
画
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

い
く
つ
か
の
課
題
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
、
学
生
た
ち
は
、
前
回
の
振
り
返
り

を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
企
画
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
、
平
成
二
六
年
二
月
六
日
と
二
十
日
の

二
回
に
わ
た
り
再
度
「
笑
う
門
」
に
お
い
て
実

施
し
た
。

三
回
に
わ
た
る
実
施
を
通
じ
て
、
こ
う
し

た
企
画
が
利
用
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
生
た

ち
は
、
福
祉
施
設
と
い
う
自
分
た
ち
の
学
習

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
、
専
門
領
域
の
異
な
る
学
生

と
一
緒
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
と
の
関

係
性
を
考
慮
し
て
施
設
の
運
営
を
考
え
る
こ

と
な
ど
、
従
来
と
は
異
な
る
視
点
で
多
面
的

に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

二
年
間
に
わ
た
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

は
、
右
記
の
成
果
に
止
ま
ら
ず
、
他
大
学
と

の
連
携
と
、
福
祉
施
設
と
の
連
携
と
い
う
広
い

可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

他
大
学
と
の
連
携
、
福
祉
施
設
と
の
連
携

の
可
能
性

KVA Column

他大学との連携の可能性

３ページのコラムにおいて、本学においては、ある特

定分野をテーマにした連携だけでなく、現代生活学と

いう広い分野を考慮した、多面的な連携の可能性を

述べたが、多摩大学と「笑う門」との本連携において

は、他大学との連携の可能性が示された。今回の連

携でいえば、経営学という本学とは異なる学問領域の

知恵が入ることにより、連携パートナーにも多様な成果

を提供できるだけでなく、学生にとっても新たな視点を

持つことができる等の効果がある可能性が示された。

幸い、本学の近隣地域には多くの大学が集積しており、

テーマに応じて、こうした近隣大学と連携することにより、

教育・研究の点においても、また、連携成果のおいて

も、より効果的な地域連携活動を行うことができると考

えられる。ただし、その際には、本項にも記載したとおり、

情報共有を密接にするなどプロジェクト運営上の工夫

が必要となる。
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Case 2 デイサービスプログラム開発プロジェクト
by 人間福祉学科



調
理
学
の
知
恵
を
活
か
し
て
、

「横
浜
キ
ャ
ベ
ツ
」を
地
域
に
広
め
る
。

調
理
方
法
の
提
案
を
通
じ
た
「横
浜
キ
ャ
ベ
ツ
」の
普
及
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Case 3

13



「
横
浜
」
と
聞
く
と
、
み
な
と
み
ら
い
地
区
の

商
業
施
設
や
中
華
街
な
ど
の
華
や
か
な
イ

メ
ー
ジ
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
実
は
横
浜
は
神

奈
川
で
も
有
数
の
農
業
地
域
で
あ
る
。
横
浜

市
の
農
業
出
荷
額
は
、
約
百
億
円
と
県
内
第

一
位
で
あ
り
、
特
産
品
の
小
松
菜
は
全
国
二

位
の
生
産
量
を
誇
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
、

全
国
九
位
の
生
産
量
（
一
万
二
千
ト
ン
／

年
）
で
、
品
質
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
し

か
し
、
横
浜
が
キ
ャ
ベ
ツ
の
産
地
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
人
は
多
く
、
知
名
度
は
け
し
て

高
く
な
い
。

横
浜
キ
ャ
ベ
ツ
の
魅
力
を
よ
く
知
る
「
濱
の

料
理
人
」
の
椿
直
樹
さ
ん
は
、
お
い
し
い
食
べ

方
が
あ
れ
ば
、
地
元
の
人
た
ち
に
も
普
及
し

て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え
、
ひ
ご
ろ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
料
理
を
考
案
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
背

景
か
ら
、
本
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
若
者
の

視
点
で
キ
ャ
ベ
ツ
の
食
べ
方
の
可
能
性
を
さ
ら

に
広
げ
ら
れ
な
い
か
と
、
横
浜
農
業
協
同
組

合
（Ｊ
Ａ
横
浜
）
や
横
浜
市
と
も
相
談
を
進
め

た
。

十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
「
横
浜
キ
ャ
ベ
ツ
」

の
魅
力

Case 3 横浜キャベツレシピ開発・普及プロジェクト
by 生活デザイン学科

●テーマ

横浜キャベツを用いたレシピ開発を

行い、横浜キャベツの普及促進を

目指す。

●パートナー

横浜農業協同組合

●担当教員

小口 悦子 教授

（現代生活学部生活デザイン学科）

●実施期間

平成25年4月～12月
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プロジェクト概要



本
学
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
実
習
授

業
の
「
調
理
と
素
材
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
も

地
域
の
食
材
を
用
い
た
レ
シ
ピ
の
提
案
等
を

行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
同
授
業
に
お
い
て
、

こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

同
授
業
で
は
、
単
に
キ
ャ
ベ
ツ
の
調
理
方
法

を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
学
生
た
ち
が
横
浜

キ
ャ
ベ
ツ
の
魅
力
を
よ
く
理
解
し
、
そ
の
特
徴

を
踏
ま
え
た
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
ス
タ
ー
ト
の
時
点
で
、
料

理
人
の
椿
直
樹
さ
ん
、
キ
ャ
ベ
ツ
生
産
者
の
小

川
俊
次
さ
ん
、
さ
ら
に
、
横
浜
市
北
部
農
政

事
務
所
、
Ｊ
Ａ
横
浜
と
キ
ャ
ベ
ツ
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
後
、
小
川
俊
次
さ
ん
が
栽
培
を
行
っ

て
い
る
横
浜
市
内
の
畑
を
訪
問
、
見
学
し
た
。

収
穫
体
験
を
行
い
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
品
種
の
違
い

に
よ
る
味
の
違
い
や
、
収
穫
時
期
の
違
い
等
を

現
地
で
確
認
し
た
。

横
浜
キ
ャ
ベ
ツ
を
知
る
こ
と
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ス
タ
ー
ト

学
生
た
ち
は
こ
う
し
た
事
前
学
習
を
踏
ま

え
て
、
調
理
に
取
り
か
か
った
。
五
月
二
三
日

に
開
催
さ
れ
た
中
間
発
表
会
で
関
係
者
か

ら
意
見
を
も
ら
い
、
さ
ら
に
改
良
を
行
い
、

六
月
六
日
に
成
果
発
表
会
を
行
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
春
巻
き
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
炊
き
込
み
ご
飯
等
三

〇
品
以
上
の
料
理
が
提
案
さ
れ
た
。

成
果
発
表
会
に
参
加
し
た
関
係
者
か
ら
は

「
こ
う
し
た
食
べ
方
は
な
か
な
か
考
え
つ
か
な

い
」
、
「
学
生
な
ら
で
は
の
発
想
」
等
の
声
が
聞

か
れ
た
。

こ
れ
ら
の
レ
シ
ピ
に
基
づ
き
、
地
域
の
方
へ
横

浜
キ
ャ
ベ
ツ
を
普
及
す
べ
く
、
十
二
月
に
は
、

Ｊ
Ａ
横
浜
の
直
売
所
に
お
い
て
、
活
動
報
告

と
合
わ
せ
て
試
食
会
と
レ
シ
ピ
カ
ー
ド
の
配

付
を
行
っ
た
。
十
二
月
一
日
に
は
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
使
っ
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
と
、
キ
ャ
ベ
ツ
春
巻

き
、
十
二
月
十
四
日
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
ジ
ャ
ム
と
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
提
供
し
、
い
ず
れ
も
好
評

を
得
た
。

認
知
度
拡
大
を
目
指
し
て
料
理
教
室
を

実
施

15



本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
授
業
の
中
で
実
施
し
て

お
り
、
多
く
の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
短
い
期
間
で
数
多
く
の
レ
シ
ピ
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
は
い
え
、
普
及
に
繋

げ
る
た
め
に
は
、
ア
イ
デ
ア
が
奇
抜
で
あ
っ
た

り
お
も
し
ろ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
食
べ
て
お
い
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
レ

シ
ピ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
、
今
回
、

試
食
を
召
し
上
が
って
い
た
だ
い
た
方
か
ら
好

評
を
得
た
こ
と
は
、
学
生
考
案
の
レ
シ
ピ
が

受
け
入
れ
ら
れ
、
普
及
に
も
貢
献
で
き
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。

学
生
に
お
い
て
は
、
単
に
授
業
内
の
課
題
と

い
う
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
学
外
か
ら
評
価
を

得
ら
れ
た
こ
と
は
、
自
信
に
な
っ
た
だ
ろ
う
し
、

ま
た
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
も
繋
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

今
後
、
こ
の
レ
シ
ピ
は
、
Ｊ
Ａ
横
浜
の
直
売

所
に
お
い
て
、
レ
シ
ピ
カ
ー
ド
等
と
し
て
活
用

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
引
き
続
き
横
浜
キ
ャ
ベ

ツ
の
普
及
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

レ
シ
ピ
を
通
じ
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
普
及
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
学
び

KVA Column

多様な協力者との連携プログラム

本プロジェクトは、JA横浜との連携により実施したが、

本項に記載のとおり、「濱の料理人」の椿直樹さん、

生産者の小川俊次さん、横浜市など、横浜キャベツ

に関わるさまざまな方々の協力を得ている。プロジェクト

が目指すところは、横浜キャベツの普及である。そうで

あれば、その目標に賛同をいただける方から協力を得

ることができる。今回、料理人、生産者、販売者、行

政など、多様な方々にご協力いただけたことにより、た

とえば、レシピ開発の前に生産現場を視察できたことや、

横浜市の農政について情報を得たこと、プロの料理

人の視点でレシピの評価をいただけたこと、直売所で

試食会を行えたことなど、特定の当事者のみとの連携

ではできない充実したプログラムとすることができた。

地域連携においては、目的を明確にして、互いに協

力することで学生にとっても、また地域にとってもより意

義のある成果を得られることが期待できる。

Case 3 横浜キャベツレシピ開発・普及プロジェクト
by 生活デザイン学科
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「こ
だ
わ
り
の
醤
油
」を
活
か
し
た 

新
商
品
づ
く
り
。 

地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
新
商
品
開
発
＆
販
売
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

Case 4 

17 



 
岡
直
三
郎
商
店
は
、
町
田
市
に
所
在
す
る

醤
油
メ
ー
カ
ー
で
、
「
日
本Ⅰ

し
ょ
う
ゆ
」
の

ブ
ラ
ン
ド
名
で
商
品
を
販
売
し
て
い
る
。
同
社

は
、
製
造
方
法
は
昔
な
が
ら
の
木
桶
を
用
い

た
製
法
で
、
ま
た
、
原
料
は
国
産
の
丸
大
豆

を
使
用
し
た
、
こ
だ
わ
り
の
醤
油
を
つ
く
り
つ

づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
醤
油
の
消
費
量
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に
若
い
世
代
に

醤
油
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
た
。
醤
油
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
、

醤
油
フ
ォ
ン
デ
ュ
等
、
従
来
に
は
な
い
醤
油
の

食
べ
方
も
積
極
的
に
提
案
し
て
い
る
。 

 

今
般
、
同
社
と
の
連
携
に
よ
り
、
生
活
デ
ザ

イ
ン
学
科
の
実
習
授
業
「
食
企
画
・
開
発
実

習
Ａ
」
に
お
い
て
、
同
社
と
連
携
し
、
醤
油
を

用
い
た
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
同
授
業

を
履
修
し
た
四
二
名
の
学
生
の
う
ち
、
半
数

の
二
一
〇
名
が
こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
。

約
六
週
間
の
間
に
、
提
案
作
成
、
試
作
等
を

経
て
、
醤
油
マ
カ
ロ
ン
、
醤
油
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、

醤
油
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
新
商
品
案
を
つ

く
り
あ
げ
た
。 

「
こ
だ
わ
り
の
醤
油
」
を
活
か
し
た
商
品
開

発
を
目
指
し
て 

 

こ
れ
ら
学
生
か
ら
の
提
案
は
、
企
業
か
ら

も
評
価
を
得
て
、
い
く
つ
か
の
商
品
に
つ
い
て

は
、
同
社
に
て
商
品
化
の
検
討
が
進
め
ら
れ

た
。
平
成
二
六
年
三
月
に
は
、
小
田
急
百
貨

店
で
開
催
さ
れ
た
催
事
「
地
域
交
流
フ
ェ
ア
」

に
て
、
「
し
ょ
う
ゆ
マ
カ
ロ
ン
」
「
し
ょ
う
ゆ
ロ
ー

ル
」な
ど
八
商
品
を
販
売
し
た
。 

 

同
フ
ェ
ア
で
は
、
商
品
開
発
に
携
わ
っ
た
学

生
自
ら
店
頭
に
立
ち
、
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど

を
紹
介
し
な
が
ら
、
販
売
を
行
っ
た
。
当
日

は
多
く
の
お
客
様
が
来
店
し
、
地
元
企
業
の

「
こ
だ
わ
り
の
醤
油
」
の
魅
力
を
新
し
い
切
り

口
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
。 

開
発
商
品
の
販
売
を
通
じ
て
、
地
元
企
業

の
醤
油
を
ア
ピ
ー
ル 

Case 4 醤油を用いた商品開発プロジェクト 
by 生活デザイン学科 

●テーマ 

岡直三郎商店の製造する醤油を用

いて商品開発を行う。 

●パートナー 

 株式会社岡直三郎商店 

●担当教員 

 山﨑 薫 准教授､奈良一寛 准教授、 

  岩見 哲夫 教授 

 （現代生活学部生活デザイン学科） 

●実施期間 

  平成25年４月～平成2６年3月 
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プロジェクト概要 



「母
の
日
」に
届
け
る

特
別
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
彩
る
た
め
に
。

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Case 5

19



フ
ロ
ロ
は
、
花
屋
向
け
の
花
卉
ポ
ッ
ト
等
の
企

画
販
売
を
行
って
い
る
。
花
屋
で
販
売
さ
れ
る

お
花
の
魅
力
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
や
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
ッ
ト
を
取
り
扱
っ

て
い
る
が
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ
と
や
、

よ
り
若
い
人
向
け
の
商
品
を
提
供
し
た
い
と

い
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
学
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

と
の
連
携
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

ブ
リ
キ
製
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
母
の
日
に
相

応
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
こ
と
。

「
生
活
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ｄ
」
お
よ
び
「
現
代
生

活
論
」
に
お
い
て
、
同
社
か
ら
提
示
さ
れ
た

テ
ー
マ
を
学
生
た
ち
に
提
示
し
、
希
望
し
た

六
人
の
学
生
た
ち
が
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
デ
ザ

イ
ン
制
作
に
参
加
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
の
作
成
に
先
立
ち
、
同
社
の
森
久

雄
大
社
長
よ
り
、
会
社
概
要
や
フ
ラ
ワ
ー

ポ
ッ
ト
販
売
の
現
状
と
、
デ
ザ
イ
ン
提
案
へ
の

期
待
等
を
説
明
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
十
月

に
実
施
し
た
中
間
発
表
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
作
成
し
た
手
描
き
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
提

示
し
、
意
見
交
換
を
行
い
、
市
場
性
や
実
現

性
を
考
慮
し
、
デ
ザ
イ
ン
案
に
絞
り
込
ん
だ
。

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
制
作

さ
ら
に
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
デ
ザ
イ
ン
案
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
最
終
提
案
を
作
成
し

た
。
同
デ
ザ
イ
ン
を
ほ
ど
こ
し
た
ポ
ッ
ト
は
、

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
（学
園
祭
）
で
展
示
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
森
久
氏
か
ら
は
、
ニ
ー
ズ

を
く
み
取
っ
た
よ
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
今
後
、

商
品
化
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
の
コ
メ
ン
ト
を
得
た
。
学
生
は
、
企
業
に
お

け
る
デ
ザ
イ
ン
制
作
の
一
連
の
過
程
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の

提
案
が
企
業
側
に
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
今
後
、

「
母
の
日
」
に
向
け
て
商
品
化
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
で
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

実
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
を

つ
く
る

Case 5 フラワーポットのデザイン提案プロジェクト
by 生活デザイン学科

●テーマ

花卉用のブリキポットにおける「母の

日」用のデザインを提案する。

●パートナー

株式会社フロロ

●担当教員

澤田 雅彦 准教授

（現代生活学部生活デザイン学科）

●実施期間

平成2５年７月～１１月
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プロジェクト概要





商業施設との連携による各種プロジェクト

本項では、「Section 1 地域連携プロジェクトレポート」で紹介した以外のさ

まざまな地域連携プロジェクトをご紹介します。紙面の都合により各事例の詳細
に触れることはできませんが、いずれの事例においても学生は学内ではできない
実践的な学びの機会を得ており、そして、その成果のいくつかは、商品化の検討
が進められるなど具体的な貢献にも結びつきつつあります。
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1

2アパレル企業との連携による体操着提案プロジェクト

学校用体操着は学校という限られた市場で販売
されるため、保守的で画一的なものが多く機能的
にもデザイン的にもまだまだ改良の余地があると
考えられます。生活デザイン学科の授業「衣生活
計画論」では、八王子のアパレルメーカー、株式
会社レイバンの協力を得て、学生のアイデアを取
り入れた新規な学校用体操着の開発に取り組みま
した。学生の提案は、いずれも従来の体操着には
ない斬新さがあり、同社にて試作が行われました。
また、連携の成果は、12月に開催された「第5回大
学コンソーシアム八王子学生発表会」において発
表されました。本連携は今年度で3年目となります。

◆担当教員：富田弘美 講師
◆連携パートナー：株式会社レイバン
◆実施時期：平成25年4月～12月

アリオ橋本は、大学の近隣に所在する大型の複
合商業施設です。2013年度は同施設との連携によ
り、各種イベント等を実施してきました。夏には
親子を対象としたものつくり・体験イベントを、
冬には学生の企画運営によるファッションショー
「KVAコレクション2013」を実施したほか、イル
ミネーションのデザインを行いました。学生たち
の提案したデザインをもとに作成されたイルミ
ネーションが、アリオ橋本の橋本駅側口前の植栽
をいろどりました。

◆担当教員：
ものつくり・体験教室；安藤 穣 教授
ファッションショー：花田 朋美 助教
イルミネーション：杉本茂教授

◆連携パートナー：アリオ橋本
◆実施時期：2013年4月～11月



相模原市で豆腐製造を行っている、おかべやは、
国産大豆を使用するなど、こだわりの豆腐メー
カーです。同社では、豆腐製品の傍ら、おからや
豆乳などを用いたパンの製造販売も行っています。
そこで、調理学研究室では同社と連携し、おから
や豆乳、豆腐などを活用したパン等の商品開発に
取り組みました。豆腐製造の工程を見学し、同社
のこだわりを学んだ上で、素材を活かしたさまざ
まな商品を提案しました。11月30日には、相模大
野駅前のbono相模大野商店街内のスペース「sagamix
（さがみっくす）」にて開発商品のいくつかを試
食提供し、多くのお客様から好評を得ました。

◆担当教員：小口悦子 教授
◆連携パートナー：株式会社おかべや
◆実施時期：平成25年4月～平成26年3月

摘果ミカンを用いた新商品開発プロジェクト

ミカンの栽培においては、ミカンの育成を促す
目的で、7月から9月にかけて、摘果を行います。
摘果された青いミカンは、一部は市場に出荷され
ますが、ほとんどは十分に活用されていません。
そこで、こうした未利用資源の活用を目指して、
神奈川県伊勢原市のミカン農家との連携により、
摘果ミカンを用いた新商品開発に取り組みました。
酸味が強いが、香りも強いという摘果ミカンの特
徴を踏まえて、ジャムやまんじゅう、あんパンな
どの商品提案を行い、イベント等で試食の提供を
行いました。

◆担当教員：小口悦子教授
◆連携パートナー：まるひろ園
◆実施時期：平成25年4月～平成26年3月

23

豆腐やおからを用いた商品開発プロジェクト

4

3
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5

6

新規プリンの商品開発プロジェクト

大学の近隣に所在する養鶏場のカトウファーム
は、えさや飼育方法にこだわった優れた品質の卵
を生産し、また、この卵を用いたプリンの製造販
売も行っています。このプリンは東京都地域特産
品に選定され、高い評価を得ています。調理学研
究室では、同社との連携により、プリンのバリ
エーションの拡大を目指して、新規プリンの開発
研究を行いました。ハーブセラピーに着目し、
「心にも体にも優しいプリン」のコンセプトで、
ローズとカモミールのフレーバーのプリンを提案
しました。これらのプリンは、学園祭（KVA祭）で
販売し、また、地域交流会でも参加者への手土産
として提供し、好評を得ました。

◆担当教員：小口悦子教授
◆連携パートナー：有限会社カトウファーム
◆実施時期：平成25年4月～平成26年3月

平成23年度にスタートした葉山町商工会との連
携研究は、今年度で3年目を迎えました。これまで、
同地区の夏ミカンとショウガをテーマに、特産品
の開発を目指してきました。今年度は、これまで
の研究成果を踏まえ、主にショウガを用いた検討
を行いました。地元地域でのイベントに参加し、
試食提供やアンケート調査を行いながら研究を進
め、ショウガを用いたまんじゅう等を提案しまし
た。これまで、夏ミカンを用いた最中やようかん
が地元企業の手により商品化され、好評を得てい
ます。連携研究は今年度で終了となりますが、今
後に向けて、新たな商品が期待されます。

◆担当教員：小口悦子 教授
◆連携パートナー：葉山町商工会
◆実施時期：平成25年4月～平成26年3月

葉山町の特産品開発プロジェクト
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8

7

地域の伝統的家庭料理再現プロジェクト

神奈川県相模原市津久井地域は、古くから小麦
の栽培が盛んであったため、うどんと野菜を一緒
に煮込んだ「にごみ」が一般的な家庭料理として
親しまれてきました。しかし、食生活の変化で今
ではほとんど食べられることがなくなっています。
本プロジェクトでは、昔を知る地域の方への聞き
取り調査にもとづき、「にごみ」を再現し、その
後、料理教室や各種イベントへの参加、新しい
「にごみ」の開発などを通じて普及活動を行いま
した。3年にわたるこうした活動の結果、現在では、
津久井地域内の6つの飲食店でメニュー化されてい
ます。

◆担当教員：櫻井美代子 助教
◆連携パートナー：津久井地域商工会連絡協議会
◆実施時期：平成23年4月～26月3月

栗を用いた商品開発プロジェクト

神奈川県相模原市相模湖地区では、古くから栗
の栽培が盛んで、その品質も優れていることが知
られていました。しかし、産業構造の変化により、
今では栗を栽培する農家は少なくなっています。
相模湖商工会では、地域の特産品の開発を進める
べく、この栗に着目し、本学との連携により、新
商品開発をスタートしました。今年度は、栗の歴
史や江戸時代の調理方法等について調査し、栗の
活用方法の可能性を探るとともに、揚げ栗など、
いくつかの商品を提案しました。本プロジェクト
は今後も継続し、同地区の特産品となるような商
品開発を目指します。

◆担当教員：櫻井美代子 助教
◆連携パートナー： 相模湖商工会
◆実施時期：平成25年4月～平成26年3月



東京家政学院大学 地域交流会2 0 1３ レポート
本学では、地域の方との交流と本学の地域連携活動に関する情報発信の機会として、平成19
年度より、年に1回、地域交流会を開催しています。平成25年度は、11月28日（木）に町田キャン
パスにて開催しました。交流会では学生が主体的に参加するという本学の地域連携活動の特徴
を全面にアピールすべく、成果発表はすべて学生が行いました。

Section 3

◆日時 平成25年11月28日（木）15時～18時
◆場所 町田キャンパス 1206教室、ローズコート
◆プログラム
（１）開会挨拶
東京家政学院大学 学長 天野 正子
西武信用金庫 専務理事 川島 弘之 様

（２）地域連携・研究センター紹介
東京家政学院大学 現代生活学部教授／
地域連携･研究(町田)センター長 小口 悦子

（３）連携事例発表Ⅰ
①フラワーポットデザイン提案プロジェクト
②特別養護老人ホーム「椿」との連携について
③保育付き料理教室プロジェクト
（４）交流会＆連携事例パネル展示
（５）連携事例発表Ⅱ
①新規プリンの商品開発研究
②醤油を用いた商品開発授業
③栗を用いた商品開発研究
④デイサービスの新規プログラム提案プロジェクト

◆実施形態
主催：東京家政学院大学／共催：西武信用金庫
後援：関東経済産業局、相模原市、

一般社団法人首都圏産業活性化協会
◆参加人数
企業、自治体等 42人、教職員 20人、
合計 62人（学生を除く）

「東京家政学院大学 地域交流会2013」開催概要

［写真①］
開会に先立ち、西武信用金庫 川島専
務（左）と本学 天野学長よりご挨拶
［写真②、③］
学生より連携事例の発表
［写真④］
ローズコートで連携事例ポスター展
示
［写真⑤］
ローズコートで開発品の試食および
アンケートを実施

① ② ③

④ ⑤

26
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地
域
連
携
活
動
の
記
録

（二
〇
一
三
・四
～
二
〇
一
四
・三
）

五
月

□
八
王
子
地
域
合
同
学
園
祭
「
第
九
回
★
学
生
天
国
★
」

に
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
実
施

□
「
第
七
回
東
京
発
！
物
産
・
逸
品
見
本
市
」
に
参
加
し
、

地
域
連
携
活
動
の
紹
介
と
企
業
相
談
を
実
施

□
堺
第
一
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
「
ふ
れ
あ
い
料
理
教

室
」

□
第
六
回
「
大
学
は
美
味
し
い
！
」
フ
ェ
ア
（
新
宿
髙
島
屋
）
に

参
加
し
、
地
域
連
携
に
基
づ
く
開
発
商
品
を
販
売
（
六

月
四
日
ま
で
）

□
Ｊ
Ａ
横
浜
と
の
連
携
に
よ
る
レ
シ
ピ
開
発
授
業
「
調
理
と

素
材
」の
成
果
報
告
会
を
実
施

□
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
食
品
開
発
授
業
「
食
企
画
・
開
発

実
習
Ａ
」の
成
果
報
告
会
を
実
施

□
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
体
操
着
開
発
授
業
「衣
生
活
計
画

論
」
の
成
果
報
告
会
を
実
施

□
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子
主
催
に
よ
る
「
夏
休
み
こ
ど

も
い
ち
ょ
う
塾
」実
施

□
ア
リ
オ
橋
本
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
「
夏
休
み

大
学
生
と
楽

し
む

も
の
つ
く
り･

体
験
教
室
」
を
実
施

□

「
葉
山
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、
葉
山
町
商
工

会
と
の
連
携
研
究
成
果
発
表
等

□
津
久
井
地
域
の
飲
食
店
を
対
象
と
し
た
「
に
ご
み
講
座
」

を
実
施

□
Ｊ
Ａ
横
浜
と
の
連
携
に
よ
る
保
育
付
き
料
理
教
室
（
Ｊ
Ａ

横
浜
ク
ッ
キ
ン
グ
サ
ロ
ン
ハ
マ
ッ
子
）を
実
施

□
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
多
摩
南
大
沢
に
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
実
施

□

「
津
久
井
や
ま
び
こ
祭
り
」に
参
加
し
、
「に
ご
み
」の
試
食

を
提
供

十
二
日

十
六
、
十
七
日

二
八
日

二
九
日

八
月

六
日

十
六
日

二
六
日

二
八
日

二
七
日

十
四
日

十
八
日

四
日

二
七
日

十
月

Section 4

六
月

七
月

九
月



28

十
月

□

「
ビ
ッ
グ
・
ハ
ヤ
マ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、
葉
山
町
商
工
会

と
の
連
携
研
究
成
果
発
表
等

□
Ｊ
Ａ
横
浜
と
の
連
携
に
よ
る
保
育
付
き
料
理
教
室
（
Ｊ
Ａ

横
浜
ク
ッ
キ
ン
グ
サ
ロ
ン
ハ
マ
ッ
子
）を
実
施

□
「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
アfrom

TA
M
A

」
に
参
加
し
、
地
域
連
携
活

動
の
紹
介
と
企
業
相
談
を
実
施

□
「か
な
が
わ
商
工
会
ま
つ
り
」に
参
加
し
、
葉
山
町
商
工
会

と
の
連
携
研
究
の
成
果
発
表
等

□
「東
京
家
政
学
院
大
学

地
域
交
流
会
２
０
１
３
」開
催

□
Ｊ
Ａ
横
浜
と
の
連
携
に
よ
る
保
育
付
き
料
理
教
室
（
Ｊ
Ａ

横
浜
み
な
み
総
合
セ
ン
タ
ー
）
を
実
施

□
ア
リ
オ
橋
本
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
「
Ｋ
Ｖ
Ａ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
３
」
を
実
施
、
合
わ
せ

て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
を
実
施

□
坂
東
市
ネ
ギ
サ
ミ
ッ
ト
に
て
学
生
考
案
の
開
発
商
品
の
販

売
お
よ
び
農
作
業
着
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
実
施

□
Ｊ
Ａ
横
浜
の
直
売
所
「
メ
ル
カ
ー
ト
か
な
が
わ
店
」
に
て
横

浜
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
った
試
食
を
提
供

□
「第
五
回
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子
学
生
発
表
会
」
に

て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
衣
装
を
展
示
発
表

□
Ｊ
Ａ
横
浜
と
の
連
携
に
よ
る
保
育
付
き
料
理
教
室
（
Ｊ
Ａ

横
浜
本
店
）
を
実
施

□
Ｊ
Ａ
横
浜
の
直
売
所
「
ハ
マ
ッ
子
」
に
て
横
浜
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ

た
試
食
を
提
供

□
南
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
（
本
学
学

生
が
衣
装
製
作
）

□
町
田
市
で
実
施
さ
れ
た
第
7
回
市
民
協
働
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
「
ま
ち
カ
フ
ェ
」に
参
加
し
地
域
連
携
活
動
を
紹
介

□
大
学
生
を
対
象
と
し
た
「に
ご
み
」料
理
教
室
を
実
施

二
七
日

二
九
日

七
日

二
三
日

二
八
日

十
一
月

十
二
月

二
〇
一
四
年

一
月

一
日

二
九
日

三
〇
日

二
月

七
日

九
日

十
四
日

十
九
日

四
日



東京家政学院大学は、建学の精神である「KVA精神」（知識
の啓発・徳性の涵養・技術の錬磨）に基づき、生活者の視点
から、家政学を中心的な学問分野として教育・研究を行い、個
人・家庭・地域の豊かな暮らしはもとより、地球規模の問題解
決に貢献できる人材を育成し、社会に送り出すことを目指してい
る。
本学が中心的に取り扱う家政学の分野は、地域社会

（Community）との関わりの強い学問分野であり､それゆえ､本学に
おける教育・研究活動にあたっては、地域社会との連携が不
可欠である。また、その成果は、人々の暮らしや文化の発展・
向上に寄与するものである。
本学では、こうした学問分野の特長を踏まえ、地域社会への
貢献を教育・研究に続く第三の使命と位置づけ、その実現の
ために、ここに地域連携ポリシーを定める。

１ 大学は地域社会の一員であること、また本学の発展・成長
は地域社会とともにあることを共通の理解として自覚し、地
域連携活動を推進する。

２ 地域社会との連携を推進することにより、研究活動の充実
と成果の蓄積を図るとともに、実践的な教育機会の創出に
務め、社会に貢献する有為な人材育成を目指す。

３ 教育･研究活動の成果を積極的に地域社会に還元し、
人々の暮らしや文化の発展･向上に貢献する。

（平成23年4月1日制定）

東京家政学院大学地域連携ポリシー
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